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養護教諭が行う保健講話のススメ 

～保健室に来室しない生徒へのアプローチ～ 

長野南高校 佐藤 知子 
 

Ⅰはじめに 
昨年 12 月、教文会議学校保健全県研究会の信州大学教育学部准教授の茅野理恵先生の講演の中で、

子どもたちが人に相談することのハードルが上がってきている（感じていることをうまく言語化できな
い、「自己責任」の時代だとばかりに自立を求められている感覚、浅く広い人間関係への変化、忙しい
家族や先生の迷惑になってはいけないと思ってしまう、等）とお聞きした。大人のほうからこどもの不
安を理解して寄り添っていくことが必要になってきている、との内容だった。 

一昔前のように、「養護教諭だから」「保健室だから」という理由だけで子どもたち自ら相談に来る時
代ではなくなってきていることを感じている。自分の学校の養護教諭が果たして自分の相談にのってく
れる人なのかどうか、一度でも養護教諭と関りがあった生徒ならば多少は判断することができ、相談相
手として選ばれ、相談につながっていく可能性もあるが、保健室とあまり接点なく過ごしている生徒に
とっては、相談してみようとは考えにくいかもしれない。イマドキの子どもたちは自ら率先して相談に
こないとなると、個々で関りのある特定の生徒だけではなく、できるだけ多くの生徒に、「うちの養護
教諭は話を聞いてくれそうだ」と思ってもらえるように、こちらからアプローチしていく必要がある。 

そこで、養護教諭による保健講話を提案したい。保健教育として保健だより等による指導はたいてい
の養護教諭が実践していると思われる。もちろん全員に配布しているものの、隅々まで読んでくれてい
る生徒もいれば、まったく目を通さない生徒もいる。例えば、人間関係について、こういう考え方のク
セはないか、という問いかけも、本当に届けたい生徒には届かないことが多い。一方で対面の保健講話
等はどうかというと、こちらも聞いていない生徒は当然いるのだが、「ライブ」の中で、全部は無理で
も、部分的には聞いている。そして何よりも、養護教諭の人となりを知ってもらえる機会となる。（最
初の自己紹介くらいはおそらく聞いている）「保健室にはこんな人がいます」と宣伝するには絶好の機
会となるのではないだろうか。 
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Ⅱ本校の現状と課題 
本校は、昭和４０年代、長野市の大都市化に伴って、特に長野市南部地域の発展が進み、人口が急増

する中で、地元住民の方々の強い願いから、約１０年にわたる運動が実り昭和５８年に創立された学校
で、今年４１年目を迎えた。現在は、１年５クラス、２年５クラス、３年４クラスの合計約  550  名
の生徒が、のびのびと学習やクラブ活動、生徒会活動に取り組んでいる。 

養護教諭は今年で赴任２年目。昨年度１年間過ごす中で、様々な活動で元気な姿を見せてくれる一方
で、保健室に持ち込まれる相談として、友人・家族等の人間関係の悩みが  60.7％、暗い顔や涙目で逃
げ込んでくる場面に何度も出くわした。コロナ禍を経て子どもたちのあらゆる発達が遅れ気味との指摘
がされているが、コミュニケーション力の低下も感じずにはいられなかった。ひとつひとつの悩みはそ
れぞれに違   うものの、話を聞く中で、どの生徒にも「友達なのだからこうするもの、こうするべ
き」といった物事のとらえ方や考え方にクセがあり、そこに苦しめられている傾向があるように感じて
いた。相談に来る生徒だけでなく、その背景にいる生徒たちも含め、その課題に何かしら仕掛けていき
たい気持ちがどんどん高まっていった。 

本校の保健講話は、例年１年生が SNS トラブル（学年主体で年度当初に）、２年生・薬物乱用防止
（学年主体）、３年生・性教育（保健係主体、学年末に）が外部講師により行われ、各学年１つずつは
実施されている状況の中、赴任１年目から新たに時間を確保するのは難しいように思われた。 

 

Ⅲ実践の実際 
１． 時間の確保 ＜該当学年主任・クラス担任に PR＞ 

１年生の夏休み明け、いろいろな人間関係トラブルの問題が噴出してきた時期があり、それがぼちぼ
ち落ち着いたころに、前任校（屋代南高校）で取り組んだ人間関係についての保健講話のスライド資料
を学年室に持ち込み、「私、こんな話を全体に向けて伝えられます、どこかで時間をとれませんか？」 
「参集でも、オンラインでも。学年閉鎖の時でもいいので…」と伝えておいた。 

最終的になかなか時間が取れず、実現できずに、このまま今年度は流れてしまうかな、と思っていた
ところ、２～３月の特編授業のところでお願いできないか、という依頼が来た。特編授業のコマが埋ま
らずに困っていた２学年もそこに転がり込んできて（体育研究室での立ち話で決定）、１・２学年合同
で、同じ日同じ時間にオンラインで各教室へ配信する形で実施することになった。 
 
２． 実施日および対象 

令和５年３月１４日（火）９：００～９：５０ 
令和４年度 １年生５クラス（200 人）、２年生４クラス（158 人） 

 
３． 実施方法 

Google meet でオンライン（感染症流行期を考慮） 各クラス PC→HR 教室スクリーンに映し視聴
…保健室から配信の予定だったが、養護教諭の家族がインフルエンザ罹患、看護が必要となり、養護教
諭本人も症状が出ていたので、急遽自宅からのリモートで実施させてもらった。 
 
４． 内容について （実際の配布資料の抜粋は５ページから） 
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R4 年度在籍者数 1 年生（200 人）2 年生（158 人）

当日 不在者数  1 年生（20 人）2 年生（6 人） 

⇒  回収率  251/332 75.6％ 

講話タイトル「人間関係について～知っておいてほしいこと～」 
保健室に持ち込まれたことのある人間関係にまつわるいろいろな相談の中から、思春期に抱えやすい悩
みにフォーカス、自分事としてとらえやすい内容にし、物事のとらえ方や考え方を提案。 

昨年度の学習指導要領改訂により、高校の保健の授業で精神疾患について扱うことになったことにも
関連させ、10 代も多く、いつ誰がかかってもおかしくない病気であることを伝え、相談を促す。 

材料は、これまでに受けた研修内容でピピっときたこと、学校保健ニュースや雑誌「健」の記事、ネ
ット（FB 等）の精神科 Dr.や心理カウンセラーの記事、テレビやラジオで琴線に触れた言葉などをス
マホのメモ帳やＬＩＮＥの keep メモに書き込んだり、写真を貼ったり、記事の URL ごと貼付けてお
いたもの。 
５． google フォームへの生徒の感想（詳細は別配布資料） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ成果と課題 
Google フォームの回収率は 75.6％、講話を聴いていた全員から感想アンケートを回収できたわけで

はないが、そのうちの 90.8％の生徒が「とてもよかった」「よかった」と回答、感想の内容を見ても概
ね自分たちに関係のある、身近な悩みについての話題として好意的にとらえてくれたようである。ま
た、勉強や部活等を頑張っていて保健室には来たことがないと思われる層から「相談をしたことがなか
ったからこそいい時間だった」「もっとやってほしい」等のコメントがあり、次年度も継続してやって
いきたいと感じさせてくれた。数は少ないものの、質問や疑問の投げかけも来ていたので、言葉を選び
ながら回答を作成、後日 Google クラスルームに掲載した（次ページ）。当事者たちがどう受け止めた
のかは不明。 

 
＜その後の保健室で…＞ 
春休みが明けた新年度、新学期が始まり、連休明け、健康診断行事も落ち着いたころを見計らって相

談で来室する生徒には、新顔がちらほら。「先生ならわかると思って…」「３月にしてくれたあの話ある
じゃん」「ここへ来た方が話が早いと思って…」「私、小中では保健室に来たことがなかったんだけど
…」「先生ならどう考えるのか聞きたくて」「先生の話は、そんなの当たり前のことじゃん！って聞いて
いたけど、なんとなく思っていたことを言葉に落としてくれてすっきりした。みんなよく聞いとけ！っ
て思った」等、うれしい反応があった。中には、本人はその当時あまり聞いていなかったものの、友達
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から「保健室の先生ならわかってくれるから、話してくれば」と言われてきてみた、「今度はちゃんと
聞くから、また講話してほしい」という生徒もいた。端から全生徒が聞いてくれるとは思っていなかっ
たが、この年代の友達ネットワーク（口コミ）は想像以上に強力で、続けていけば耳を傾けてくれる層
が増えていくのかも知れない、と期待できる出来事だった。 

この春の新入生にも保健室オリエンテーションの中で同様の内容をコンパクトにしたものを織り込ん
で伝えたため、今年度は養護教諭のこの内容の講話を一応全校生徒が聞いた状況からスタートしてい
る。昨年度１年間は同じような悩みを抱えてやってくる生徒一人一人に時間をかけて同じような話をし
ていたが、今年度は基本の話をしてある前提で相談対応を開始できることが多いので、相談件数自体は
増えていても、相談時間は短縮され、かつ丁寧に対応しやすくなり、仕事の効率化、働き方改革にもな
ったのではと思っている。 

生徒たちの養護教諭への相談のハードルが下がったことを感じるし、非常に効果的な取り組みだった
と自負しているが、課題もある。ついついあれもこれも伝えておきたい、と欲張って盛り込み過ぎ、後
ろの方が駆け足のマシンガントーク、挙句の果てにスライド省略になってしまう。  「養護教諭はこう
いう時にいかんせんしゃべりすぎるから気をつけろ」「いいか、50  分の授業のうち、生徒の頭に残る
キーワードは３つまで！」と、初任の頃保健の授業を代わりにやらせてもらいご指導を受けた教頭に言
われたことを、30  年経った今でもなかなかクリアできておらず、毎回やり終えたあと、もっとシンプ
ルにすればよかった、ああすればよかったのにと一人反省会、にも関わらず、次の機会にはまた新たに
盛り込みたい内容があれもこれもと生まれてきてしまい、取捨選択する検討時間が取れないまま、結局
早口についていけない生徒を取り残し、用意したスライドも飛ばし飛ばしでお蔵入りとなってしまいが
ちである。たまにしか講話の機会のない養護教諭にありがちな失敗なのかも知れないが、このことは今
後も課題として気をつけながら取り組んでいかねばならない。 
 

Ⅴ終わりに 
すでに精力的に実施されている方にしてみれば、今さら何を言っているのかと言われそうだが、やっ

てみたいけれど時間の確保がなかなかできないでいる方、養護教諭が生徒の前で保健講話をする必要は
ない、とお考えの方もいるかも知れない。かく言う私も、実は養護教諭が子どもたちの前で話をするの
はどうなんだろう？と思っていた側だった。みんなの前に出ない養護教諭だからこそ、自分と一対一で
話を聞いてくれる、秘密を守ってくれる、と思ってもらえるでは、と考えていた頃もあった。 

個々に対応した個別指導はもちろん重要である。が、個別指導だけでは養護教諭の持つ情報量は非常
にもったいない。我々養護教諭は実に様々な健康にまつわる情報を持っている。実際、養護教諭はいろ
いろな研修を受けられる立場にあり、県の主催だけとっても官制研修のほかに、いろいろな研修案内 
（性被害防止、自殺予防、SOS  の出し方教育、精神保健、アレルギー等々）が届き、さらに執務に役
立ちそうな民間研修も喜んで（？）受けにいく。コロナ禍を経てオンライン研修が増加し、受けやすく
なったことによりさらに拍車がかかっているという人もいるのではないだろうか。また、我々養護教諭
は基本的に「健康オタク」なので、普通に生活していても、テレビ・ラジオ・ネット等で流れてくる情
報を何かに役立ちそうだからととりあえずゲットしておく習性（？）もあるので、講話の材料には案外
困らない。 

これからの養護教諭には、生徒が保健室にやってくるのを待っているだけではなく、相談相手に選ん
でもらえるようにこちらからアプローチしていく要素も必要だと思われる。もちろんそもそもの相性が
合う合わないはあるだろうが、相談相手として選んでもらう可能性を広げるために、ぜひやってみてい
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ただきたい。 
養護教諭の人となりを知ってもらい、相談しやすい状況を作り出していける保健講話、おススメであ

る。 
 

3/14 保健講話 質問・意見への回答 （3/24 各学年の Google クラスルームで配信） 

 質問・意見  回答 
1 自分が知らない間にストレスをため

てしまうことがあるのか 
 あると思います。ストレス反応は人それぞれで、体調

にも出ます。ちょっとしたことなら意識しすぎる必要
はありませんが、普段と違う不調があまり続くような
ら、何がストレスになっているのか客観的に意識し
て、ストレス解消を心がけたほうがいいかもしれませ
ん。 

2 無視は人をダメにするって言ってた
じゃないですか、それで既読ついて
返信こなかったら怒るのはバカバカ
しいって言ってたじゃないですか、
じゃあ既読無視ってなんですか？ 

 冷静に考えてみてください、「既読無視」という言葉自
体が勝手な「解釈」ですよね（世の中に出回りすぎて
いる言葉ですが 
…）。「既読だけど返信がこない」ということだけが
「事実」であって、それを無視されたと解釈してしま
っていることに苦しめられてい 
るわけです。 

3 他人と過去は変えられない… 
←これは違うと思った 

 他人であるその人が、自身で変わろうとしていればも
ちろん変わります。変わる気のない他人をあなたが変
えることはできない、という意味です。（過去は変えら
れない、ということでいいでしょうか？） 

4 もし解釈の仕方が違かったらどうや
ったらなおるのか 

 違う、と自分で認識できた時点からもう変えられま
す。ただ、それまでそう解釈してきてしまった考え方
のクセはなかなか頑固なので、あとは本人の変えよう
という気持ち次第です。道のりは険し 
いですが意識し続けることが大事です。 

5 1:7:2 の法則の合わない人はいるとい
う考 えは実際に合ってるけど、その
考え方だと相手への思いやりが薄れ
る、無くなる、人が出てきそう。合
わないから仕方ないで終わってしま
うから。 

 人付き合いを無理に頑張ろうとしてしまう人が多いの
で今回の話をしましたが、集団の中でお互いが気持ち
よく過ごすために    は、まずは相手のことを知ろ
う・仲良くなろうと努力してみることは 
大前提としてあります。そうした上で、どうしても合
わない人もいるからそれ以上は無理に頑張らなくても
いいんだよ、そこそこの付き合い方でいいんだよとい
うことあって、全く関わりを持つな、遮断せよという
ことではありません。集団生活である以上、いくら合
わなくても、お互いが気持ちよく過ごすためには最低
限の思いやりやマナーは必要です。 
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6 孤独を感じたらどうしたらいいか  感じてもいいんです。ただ、もしかしたら一人でいる
ことに対して 
「一緒にいる人がいなくて、ひとりぼっちだと思われ
ていたら嫌だ」 という解釈が強いのかもしれません。
「誰かといなきゃいられない自分」になっていません
か？それから、もし一人でいれる自分だとしても、例
えばパワーダウンしている時は誰かと関わりたい欲求
があって当たり前なので、心を許せる誰かに話を聞い
てもらってみて 
はどうでしょう。 

7 これから先無理して友達を作ろうと
しなくてもいいですか？ 

 「無理して」はしなくていいです。ただ、居合わせた
相手がどんな人で、合う人なのか合わない人なのかは
ある程度関わってみなければわかりません。一生の友
と出会うチャンスを逃すことのないように、最初から
関わりを放棄するのはおススメしません。 

8 一番思春期が来ている年齢はなんさ
いなのか(不参加者) 

 配布資料にあるように 10-18 歳くらいと言われていま
す。個人差があるのでそれぞれです。18 歳までにすっ
きり終わらない人も中にはいます。 

9 変なことを言ってくる人は無視が一
番と聞いたのでそれだけ心においと
こうと思いました。 

 「無視」はダメなんです、精神的暴力になってしまう
ので。「はいはい」と受け流し、まともに取り合わない
ことです。 
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